
 

（第２号様式）   
令和５年４月 26日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜明朋高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月  日実施） 

総合評価（ 月  日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①自己肯定感を高める
学習活動と教科等
横断的な視点に立っ
た資質・能力の育成
を実現するための教
育課程編成に取り
組む。 

 
②「わかった・できた・
つながった」を生徒
が実感できる評価・
授業の在り方の再整
備を進める。 

①ICT機器を活
用しながら生
徒が主体的に
学習に取り組
む態度を育む
授業を展開す
る。 

 
 
②一人ひとりの
自己肯定感を
高める授業を
検討し実践す
る。 

①研修会や授業
見学を通じて
ICT機器の
効果的な活用
や主体的に学
びに向かう姿
勢の見取り方
について共有
する。 

②他者と協働し
ながら理解を
深め、「わかっ
た・できた・つ
ながった」を
実感できる授
業の実践を進
め、共有する。 

①職員が効果的な
ICT機器の活用
を図り、学びに向
かう力・姿勢の見
取りについて、教
職員の理解が深
まったか。 

 
②生徒による授業
評価の「わかっ
た・できた・つな
がった」に関する
回答が、すべての
教科で 90％以
上「当てはまる」
になったか。 

     

２ 
 
生徒指導・支援 

①生徒の規範意識を
定着させ、社会の一
員としての自覚と自
己有用感を涵養す
る。  

 
②「かかわる・寄り添
う・見守る」教育支
援体制により、生徒
が自己の課題に気
づき、その解決に向
けて行動（相談）す
る力を育む。  

 
③学校行事や部活動
等を通して、生徒の
社会性を育み、豊か
な人間関係を構築
する力を育む。  

①②豊かな社会
性の育成を推
進し、偏見・差
別等の防止に
向けた指導と
課題解決に向
け、チームで連
携した取組を
行う。 

③学校行事を通
じて生徒が主
体的、協働的
に活動できる
ように環境を
整える。 
部活動を通じ
て、生徒が自
己肯定感を高
め、学校の活
性化を図る。 

①多様な環境に
ある生徒を把
握し、規範意
識の醸成に向
けて継続的な
指導を進め
る。 

②SC・SSW・外
部機関を活用
した組織的な
支援体制を構
築する。 

③学校行事や部
活動におい
て、生徒が
個々に役割を
果たし、充実
し満足感が得
られる環境づ
くりを進める。 

①各種講演会を実 
施し、生徒に継
続的な指導がで
きたか。 

 
 
 
②相談体制の構築
により不登校生
徒が 10％程度
減少できたか。 

 
③ 生徒会執行部や
フロンティアだけ
でなく、生徒全体
が学校行事や運
営に関わることが
できたか。部活動
加入率が３０％に
達したか。 

     

３ 進路指導・支援 

〇社会生活実践力を
育成し、主体的に進
路設計ができる力を
身につけさせる。  

 

①自己理解を深
め、他者への
理解も深める
ことを通して、
生徒が自己の
役割や責任を
認識し、社会と
つながり生き
る力を身につ
けるための支
援を行う。 

②生徒が主体的
に将来を考え、
個々の関心や
能力、適性に
応じた進路を
実現するため
の支援を行う。 

①「総合的な探
究の時間」を
中心とした学
習活動や様々
な体験活動を
通して、社会
や働くことの
意味などに対
する理解を深
めさせる。 

②生徒一人ひと
りの進路実現
のために、個
別面談やガイ
ダンス等をと
おして適切な
情報を提供す
る。 

①各年次において
「総合的な探究
の時間」を中心と
したキャリア教育
プログラムを計
画的に実施する
ことができたか。 

  進路未定者が減 
少したか。 

 
 
 
②生徒のニーズに
合った情報提供
を、適切な時期に
行うことができた
か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月  日実施） 

総合評価（ 月  日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域や外部の諸機
関等との連携を図
り、地域とともに学び
あう教育活動・学校
運営を行う。  

 
 
②教科指導等における
連携・協働を積極的
に推進し、生徒の成
長の見守りと学校に
対する理解と信頼を
深める。  

 

①地域や外部機
関と連携した
教育活動の拡
充を図る。 

 
 
 
②HPを通じて
本校の教育活
動を紹介し、学
校に対する信
頼を深める。 

①ボランティア
活動、外部と
連携した進路
ガイダンス等
を実施する。 

 
 
②地域清掃や地
域と連携した
活動等を実施
するとともに
活動について
HPで紹介
し、学校に対
する理解を得
る。 

①地域や外部との
連携による教育
活動を実施し、生
徒が参加する機
会を増やすことが
できたか。 

 
②教育活動により
本校について地
域の方に理解を
得られたか。 

  HPのリニューア
ルが図られたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全と教育
環境を確保し、耐震
工事への対応と新
校舎の効果的な使
用方法を策定する。  

 
 
 
 
②地域と協働した防災
体制づくりと防災教
育を推進する。  

 
 
③事故不祥事防止を
推進し、学校に対す
る信頼を深める。  

 
 
 
 
 
 
 
 
④教員のワークライフ
バランスを推進する
とともに生徒と向き
合う時間を確保する
ため組織的な学校
運営と校務の効率
化を図る。  

①グラウンド改
修および体育
館周辺工事を
安全に進め、
生徒の活動場
所を確保する。 

   
 
 
②実践的な防災
研修を実施す
る。 

 
 
③計画的に事故
不祥事防止研
修を実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
④ICTを活用し
た情報共有を
進め、作業効
率をより一層
高める。 

①工事を安全に
終了させ、そ
の後の環境整
備を行う。生
徒の ICT活
動が充実する
よう、機器の
充実と活用の
支援を行う。 

②防災備蓄品の
管理と防災備
品の正しい活
用について研
修を行う。 

③ヒヤリハットの
情報を集め、
未然に防ぐた
めに共有や管
理を行う。 

  初任者研修
において事
故・不祥事防
止に向けた研
修を実施す
る。 

④授業や会議で
使用するＰC
機器を充実さ
せる。 

  Teamsの一
層の有効活用
を図る。 

①環境整備を充実
させることができ
たか。 
一人一台端末の
支援ができた
か。 

  教場の有効的な
活用を支援でき
たか。 
②実践的な防災訓
練や研修を行う
ことができたか。 

 
 
③ヒヤリハットを共
有し、未然に事故
を防ぐことができ
たか。 

 
 
 
 
 
 
 
④職員室のＰCな
どの機器を含め
環境を整えること
ができたか。 

  打ち合わせ等の
簡略化を進める
ことができたか。 

     

 


